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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第34期

中間連結会計期間
第35期

中間連結会計期間
第34期

会計期間
自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2024年４月１日
至　2024年９月30日

自　2023年４月１日
至　2024年３月31日

売上高 (千円) 9,321,720 8,820,511 20,429,304

経常利益又は経常損失(△) (千円) △434,806 △904,568 331,604

親会社株主に帰属する当期純利
益又は親会社株主に帰属する中
間純損失(△)

(千円) △448,098 △653,259 629,268

中間包括利益又は包括利益 (千円) △419,470 △490,954 653,715

純資産額 (千円) 3,458,773 3,886,622 4,531,959

総資産額 (千円) 19,185,829 20,366,142 20,107,721

１株当たり当期純利益又は
１株当たり中間純損失(△)

(円) △81.27 △118.48 114.13

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 18.0 19.1 22.5

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) 320,608 △88,872 699,097

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) △218,746 △634,386 △687,756

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) △67,251 265,871 50,323

現金及び現金同等物の中間期末
(期末)残高

(千円) 1,336,401 994,382 1,361,969
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日まで）におけるわが国経済は、社会活動の正常化によ

る個人消費の回復や堅調なインバウンド需要などを背景に、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で

長期化するウクライナ情勢や中東情勢などの地政学リスクの高まりによる原材料価格の高騰、物価上昇がもたらす

消費者マインドの変化等、先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループにおきましては、「日本文化をもっと身近にする」、「私たちのおもてなし

を世界に広げる」、「世の中を楽しく変えていく」の経営理念のもと、顧客の拡大に取り組み、安定した収益の確

保に努めてまいりました。

 
(和装事業)

和装事業におきましては、「きもの着方教室いち瑠」が2024年４月14日にホテルニューオータニ東京にて、

「きものファッションショーに出演したモデルの最多人数」の世界記録に挑戦。1,141人が出演するなど、日本文

化であるきものを未来に繋げるべく、きものを着る機会の創出に取り組んでまいりました。

当中間連結会計期間では、受注獲得に向けて催事開催の強化等を行った結果、受注は前中間連結会計期間を上

回る実績となりました。しかしながら、顧客への納品の関係もあり、売上高は6,856,479千円（前中間連結会計期

間比2.1％減）となりました。受注獲得に向けた広告宣伝の強化などにより、セグメント損失は151,589千円とな

りました。

なお、当中間連結会計期間末の受注残高は、5,785,835千円（前中間連結会計期間末比5.2％増）となっており

ます。

 

(ウエディング事業)

ウエディング事業におきましては、国内では１組あたりの施行単価は回復傾向で推移したものの、受注組数の

減少に起因した施行組数の減少により、売上高は前中間連結会計期間を下回る実績となりました。中国では施行

組数は減少したものの為替の影響により、売上高は前中間連結会計期間を上回る実績となりました。この結果、

当中間連結会計期間の売上高は1,964,031千円（前中間連結会計期間比15.2％減）となりました。受注獲得に向け

た広告宣伝の強化などにより、セグメント損失は338,271千円となりました。

なお、当中間連結会計期間末の受注残組数は、1,057組（前中間連結会計期間末比14.2％減）となっておりま

す。

 

(全社)

上記の結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高8,820,511千円（前中間連結会計期間比5.4％減）、営業損

失887,696千円、経常損失904,568千円、親会社株主に帰属する中間純損失653,259千円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当中間連結会計期間の総資産は20,366,142千円（前連結会計年度比1.3％増）となりました。

流動資産の残高は10,238,900千円（前連結会計年度比2.9％減）となりました。これは主に仕掛品が90,954千円、

その他が147,263千円増加した一方で、現金及び預金が304,488千円、売掛金が243,646千円減少したことによりま

す。

固定資産の残高は10,127,242千円（前連結会計年度比5.9％増）となりました。これは主に建設仮勘定が47,480千

円、投資有価証券が94,516千円、敷金及び保証金が46,238千円、繰延税金資産が281,767千円増加したことによりま

す。

負債につきましては16,479,520千円（前連結会計年度比5.8％増）となりました。

流動負債の残高は13,469,102千円（前連結会計年度比9.3％増）となりました。これは主に買掛金が143,193千

円、未払金が70,027千円、未払費用が73,351千円減少した一方で、短期借入金が670,000千円、前受金が858,803千

円増加したことによります。

固定負債の残高は3,010,417千円（前連結会計年度比7.4％減）となりました。これは主に長期借入金が247,066千

円減少したことによります。

純資産につきましては3,886,622千円（前連結会計年度比14.2％減）となりました。これは主に親会社株主に帰属

する中間純損失653,259千円を計上したこと、配当金154,382千円を支払ったことによります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は994,382千円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果減少した資金は88,872千円となりました。これは主に税金等調整前中間純損失909,761千円、仕入

債務の減少157,353千円があった一方で、減価償却費254,136千円、前受金の増加832,501千円があったことによりま

す。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は634,386千円となりました。これは主に定期預金の払戻による収入341,771千円が

あった一方で、定期預金の預入による支出404,870千円、固定資産の取得による支出427,764千円、投資有価証券の

取得による支出100,000千円があったことによります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果増加した資金は265,871千円となりました。これは主に短期借入金の増加額670,000千円、長期借

入れによる収入100,000千円があった一方で、長期借入金の返済による支出338,720千円、配当金の支払額154,190千

円があったことによります。

 
(4) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した当社グループが定めている経営方針・経

営戦略等について重要な変更はありません。

 
(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(6) 研究開発活動

該当事項はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

EDINET提出書類

株式会社一蔵(E31997)

半期報告書

 5/21



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,500,000

計 14,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2024年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,516,335 5,516,335
東京証券取引所
スタンダード市場

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら限
定のない当社における
標準となる株式であり
ます。なお、単元株式
数は 100 株でありま
す。

計 5,516,335 5,516,335 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

   2024年４月１日～
　　2024年９月30日

－ 5,516,335 － 50,000 － 1,008,916
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(5) 【大株主の状況】

2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

河端義彦 東京都世田谷区 2,705,411 49.07

一蔵従業員持株会
埼玉県さいたま市北区大成町四丁目699番地
１

231,057 4.19

白石隆治 埼玉県さいたま市北区 207,365 3.76

萩原雄二 東京都西東京市 103,000 1.87

マネックス証券株式会社 東京都港区赤坂一丁目12番32号 71,061 1.29

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 50,294 0.91

山本俊輔 茨城県水戸市 42,000 0.76

楽天証券株式会社 東京都港区南青山二丁目６番21号 39,500 0.72

石原勝 新潟県佐渡市 37,000 0.67

外山昌男 新潟県長岡市 36,000 0.65

計 ― 3,522,688 63.89
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2024年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 2,600
 

―

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式であり
ます。なお、単元株式数は100株
であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式

55,053 同上
5,505,300

単元未満株式
普通株式

― 同上
8,435

発行済株式総数 5,516,335 ― ―

総株主の議決権 ― 55,053 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2024年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社一蔵
埼玉県さいたま市北区
大成町四丁目699番地１

2,600 － 2,600 0.05

計 ― 2,600 － 2,600 0.05
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30

日まで）に係る中間連結財務諸表について、監査法人アヴァンティアによる期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,786,435 4,481,947

  売掛金 1,078,081 834,435

  有価証券 200,000 200,000

  商品 2,048,006 2,054,989

  レンタル商品 1,309,636 1,315,339

  仕掛品 525,641 616,596

  原材料及び貯蔵品 115,723 104,249

  その他 484,079 631,342

  流動資産合計 10,547,605 10,238,900

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,305,439 5,343,778

   土地 1,320,750 1,320,750

   建設仮勘定 670,490 717,970

   その他（純額） 209,338 255,144

   有形固定資産合計 7,506,018 7,637,643

  無形固定資産   

   ソフトウエア 78,865 100,957

   その他 84,462 77,657

   無形固定資産合計 163,328 178,615

  投資その他の資産   

   投資有価証券 53,076 147,592

   出資金 30 20

   繰延税金資産 563,785 845,553

   敷金及び保証金 1,260,113 1,306,352

   その他 13,764 11,465

   投資その他の資産合計 1,890,769 2,310,982

  固定資産合計 9,560,116 10,127,242

 資産合計 20,107,721 20,366,142
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 906,112 762,918

  短期借入金 3,300,000 3,970,000

  １年内返済予定の長期借入金 635,786 644,132

  未払金 599,969 529,942

  未払費用 392,144 318,793

  未払法人税等 44,694 23,074

  前受金 6,225,615 7,084,419

  預り金 64,090 68,685

  賞与引当金 1,290 1,131

  その他 154,544 66,006

  流動負債合計 12,324,248 13,469,102

 固定負債   

  長期借入金 1,772,691 1,525,625

  繰延税金負債 793 1,105

  退職給付に係る負債 641,264 647,342

  資産除去債務 483,590 485,417

  その他 353,175 350,927

  固定負債合計 3,251,513 3,010,417

 負債合計 15,575,762 16,479,520

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 50,000 50,000

  資本剰余金 1,978,533 1,978,533

  利益剰余金 2,404,060 1,596,418

  自己株式 △17 △17

  株主資本合計 4,432,575 3,624,934

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 36,245 32,640

  為替換算調整勘定 63,137 229,047

  その他の包括利益累計額合計 99,383 261,688

 純資産合計 4,531,959 3,886,622

負債純資産合計 20,107,721 20,366,142
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 9,321,720 8,820,511

売上原価 3,677,445 3,379,368

売上総利益 5,644,274 5,441,142

販売費及び一般管理費 ※  6,121,687 ※  6,328,838

営業損失（△） △477,412 △887,696

営業外収益   

 受取利息及び配当金 5,496 5,313

 受取手数料 939 776

 為替差益 42,303 －

 その他 6,223 7,255

 営業外収益合計 54,962 13,345

営業外費用   

 支払利息 10,752 16,089

 為替差損 － 11,871

 その他 1,604 2,257

 営業外費用合計 12,357 30,218

経常損失（△） △434,806 △904,568

特別利益   

 固定資産売却益 － 867

 投資有価証券売却益 10,400 －

 特別利益合計 10,400 867

特別損失   

 固定資産除却損 2,866 6,060

 特別損失合計 2,866 6,060

税金等調整前中間純損失（△） △427,273 △909,761

法人税、住民税及び事業税 22,066 23,074

法人税等調整額 △1,242 △279,577

法人税等合計 20,824 △256,502

中間純損失（△） △448,098 △653,259

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △448,098 △653,259
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純損失（△） △448,098 △653,259

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △3,241 △3,605

 為替換算調整勘定 31,868 165,910

 その他の包括利益合計 28,627 162,304

中間包括利益 △419,470 △490,954

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 △419,470 △490,954

 非支配株主に係る中間包括利益 － －
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自  2023年４月１日
　至  2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自  2024年４月１日
　至  2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純損失（△） △427,273 △909,761

 減価償却費 267,750 254,136

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 19,958 6,078

 賞与引当金の増減額（△は減少） － △159

 受取利息及び受取配当金 △5,496 △5,313

 支払利息 10,752 16,089

 為替差損益（△は益） △42,303 11,871

 投資有価証券売却損益（△は益） △10,400 －

 固定資産除却損 2,866 6,060

 有形固定資産売却損益（△は益） － △867

 売上債権の増減額（△は増加） 148,129 243,646

 棚卸資産の増減額（△は増加） △86,249 △91,425

 仕入債務の増減額（△は減少） △91,766 △157,353

 未払費用の増減額（△は減少） 17,340 △73,206

 未払消費税等の増減額（△は減少） △73,642 △74,290

 前受金の増減額（△は減少） 580,691 832,501

 その他 60,221 △89,865

 小計 370,579 △31,858

 利息及び配当金の受取額 5,478 5,212

 利息の支払額 △10,912 △17,767

 法人税等の支払額 △44,536 △44,457

 営業活動によるキャッシュ・フロー 320,608 △88,872

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △119,924 △404,870

 定期預金の払戻による収入 44,400 341,771

 固定資産の取得による支出 △141,364 △427,764

 有形固定資産の売却による収入 － 3,013

 投資有価証券の取得による支出 － △100,000

 投資有価証券の売却による収入 23,100 －

 貸付金の回収による収入 2,743 1,494

 その他 △27,701 △48,029

 投資活動によるキャッシュ・フロー △218,746 △634,386

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △360,000 670,000

 リース債務の返済による支出 △11,218 △11,218

 長期借入れによる収入 700,000 100,000

 長期借入金の返済による支出 △280,638 △338,720

 配当金の支払額 △115,394 △154,190

 財務活動によるキャッシュ・フロー △67,251 265,871

現金及び現金同等物に係る換算差額 47,317 89,799

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 81,928 △367,587

現金及び現金同等物の期首残高 1,254,472 1,361,969

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  1,336,401 ※  994,382
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【注記事項】

(中間連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

給与手当 1,572,744千円 1,596,767千円

広告宣伝費 1,255,171 1,434,843 

減価償却費 267,238 253,651 

退職給付費用 33,584 34,800 
 

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

現金及び預金勘定 4,648,637千円 4,481,947 千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △3,312,236 △3,487,564  

現金及び現金同等物 1,336,401 994,382  
 

 
(株主資本等関係)

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日
定時株主総会

普通株式 115,786 21.00 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月27日
定時株主総会

普通株式 154,382 28.00 2024年３月31日 2024年６月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２和装事業
ウエディング

事業
計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,005,927 2,315,792 9,321,720 － 9,321,720

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 7,005,927 2,315,792 9,321,720 － 9,321,720

セグメント損失(△) △19,808 △88,642 △108,451 △368,960 △477,412
 

(注) １．セグメント損失(△)の調整額△368,960千円は本社管理費であります。

２．セグメント損失(△)は中間連結損益計算書の営業損失(△)と調整しております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２和装事業
ウエディング

事業
計

売上高      

  外部顧客への売上高 6,856,479 1,964,031 8,820,511 － 8,820,511

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 6,856,479 1,964,031 8,820,511 － 8,820,511

セグメント損失(△) △151,589 △338,271 △489,861 △397,835 △887,696
 

(注) １．セグメント損失(△)の調整額△397,835千円は本社管理費であります。

２．セグメント損失(△)は中間連結損益計算書の営業損失(△)と調整しております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前中間連結会計期間（自　2023年４月１日 至　2023年９月30日）

  (単位：千円)

 

 報告セグメント

合計
和装事業 ウエディング事業 計

和装販売 3,884,632 － 3,884,632 3,884,632

和装加工 825,031 － 825,031 825,031

和装レンタル 754,910 － 754,910 754,910

和装写真 1,229,302 － 1,229,302 1,229,302

ウエディング － 1,903,434 1,903,434 1,903,434

ウエディング写真 － 412,358 412,358 412,358

その他 312,050 － 312,050 312,050

顧客との契約から生じる収益 7,005,927 2,315,792 9,321,720 9,321,720

外部顧客への売上高 7,005,927 2,315,792 9,321,720 9,321,720
 

 
当中間連結会計期間（自　2024年４月１日 至　2024年９月30日）

  (単位：千円)

 

 報告セグメント

合計
和装事業 ウエディング事業 計

和装販売 3,646,014 － 3,646,014 3,646,014

和装加工 779,689 － 779,689 779,689

和装レンタル 849,298 － 849,298 849,298

和装写真 1,234,405 － 1,234,405 1,234,405

ウエディング － 1,582,374 1,582,374 1,582,374

ウエディング写真 － 381,657 381,657 381,657

その他 347,071 － 347,071 347,071

顧客との契約から生じる収益 6,856,479 1,964,031 8,820,511 8,820,511

外部顧客への売上高 6,856,479 1,964,031 8,820,511 8,820,511
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年９月30日)

１株当たり中間純損失(△) △81円27銭 △118円48銭

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する中間純損失(△)(千円) △448,098 △653,259

　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純損失
　(△)(千円)

△448,098 △653,259

　普通株式の期中平均株式数(株) 5,513,657 5,513,657
 

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2024年11月13日

株式会社一蔵

取締役会　御中

 
監査法人アヴァンティア

 

東京事務所
 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 相　馬　裕　晃  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 吉　田　武　史  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社一蔵の

2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社一蔵及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・ 中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 中間連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上
 

 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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